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学校・幼児施設
トイレ空間プランのご提案

トイレトレーニングの初期から過渡期に当たる保育園や幼稚
園。驚くほど早い子どもの成長ステップにあわせた空間づく
りが求められます。同時に、サポートする先生にとって使い
やすい動線や見守れる工夫も必要です。４歳～５歳にかけて
は、自分でできるようになるため、器具・設備の配慮で子ども
たちの発育を支えます。

保育園・幼稚園
［ テーマ ］

P.17~19

いよいよ学校生活がスタート。家のトイレと変わらず、トイレ
への嫌悪感やストレスを与えない“楽しい”空間づくりが求め
られます。子どもたちがリラックスできる小さなコミュニケー
ションスペースとして、体格差に考慮した器具選定や設置高
さの配慮は不可欠。「元気、リラックス、楽しさ」のようなテー
マにあわせたカラー選びで、より一層すばらしい空間に。

小学校

みんなが
集まる楽しさを

［ テーマ ］

P.20~21

この時期、体格的にも精神的にも大人に近づき、トイレは身
だしなみを整える場としても使われます。異性・同性に対す
る意識が高まる多感な思春期の中高生にとって、校内で唯
一１人になれる場所でもあるトイレ。清潔さだけでなく、リフ
レッシュできる空間であることが大切です。教室への移動に
配慮して荷物棚なども必要です。

中学・高校

プライバシーを
大切に

［ テーマ ］

P.22~23

生涯学習の推進やグローバル化など大学を取り巻く環境も
変わりました。バリアフリー化や女性配慮、荷物配慮など利
便性を高め、学び舎にふさわしい品性の高い空間を目指し、
利用者の満足度を高めます。防犯面での配慮も欠かせませ
ん。

学校施設は、地域住民のスポーツの場、交流の場として活
用が広がっています。さらに災害時の避難拠点の役割を担っ
ています。子ども連れからお年寄り、さまざまな身体状況の
方など、だれもが使いやすいトイレづくりが必要になってき
ています。

大学・専門学校

バリアフリー化と
女性への配慮を

［ テーマ ］

P.24~25

子どもたちの
成長ステップにあわせて

大便器・小便器コーナー
1歳はトイレトレーニングの初期。ベンチを設ければ、順番待ちや脱衣ト
レーニングも促します。先生がトイレに居ても隣の保育室まで見渡せる
よう、仕切り窓は低めに。

1

大便器
ぞうの形の手すりを使って楽しく
トイレトレーニング。

3小便器
1歳後半、しっかり立てるように
なってきたら、キッズグリップ付
き小便器でトレーニング開始。

2

幼児用バス
幼児用バスも欠かせ
ないアイテムです。
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※床はフローリング調のビニル床シートです。　
※ハイドロセラ・フロアキッズはセラミック製です。履きものを使ってご使用ください。

まだまだサポートが必要
先生と一緒に行くトイレトレーニングの初期。
サポートする先生にとって使いやすい動線づくりが必要です。0
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